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昨年に引き続き、大会本部のボランティアとして、大会のレポートを担当させていただ

き、できる限りテクニカルな視点でレポートを試みました。各チームに直接、取材をして、

取り纏めてみました。 
 
Ⅰ参加車両の動向 
 
◇参加（エントリー）車両 昨年との比較 （昨年の台数）        
   普通車       １４（１６）台    増減 －２  
   軽自動車      １４（２０）        －６ 
   マイクロカー     ６（ ９）        －３ 
   二輪車（含む三輪）  8 （ ５）          +３ 
   パイプ EV       5 （ ０）         ＋5   
     計          ４７ （５０）台       －３ 
 
今年の参加車両の大きな特徴は「パイプ EV」という新たなカテゴリーによる参加であ

る。（「パイプ EV」については、後述します。） 
昨年と比較して、軽自動車およびマイクロカーの参加が減少し、二輪（含む三輪）とパ

イプ EV が増えている。とくに軽自動車が大きく減り、総参加台数は減少した。 
 

  ◇新規参加状況  
今年初参加チーム   ９チーム（昨年７）  増減 ＋２ 

９チーム内訳（普通２、マイクロ１、二輪 １、パイプ 5  ） 
   新車両に変えての参加チーム ６チーム（普通０、軽１、マイクロ３、二輪２）   
 
  これから見ると、総参加チームが減っている中で、新たな参加チームが昨年以上にあ

り、また初参加ではないが新たに車両を作り参加しているチームがかなりあることは明

るいことである。しかし、今回は、従来カテゴリーの EV が大きく減っているために、新

規参加チーム分が積みあがってきていない。これは各チームの経済状況等によるものな

のか、あるいはプログラムのためなのか、参加を止めたチームに、その理由等をアンケ

ートで取ってみることで、今後の運営にヒントが得られるかもしれない。 
 
Ⅱ今大会の特徴 



１．「パイプ EV」の出現 
このパイプ EV は SEV/電気自動車研究会の内田敬之理事長によれば、今年、第１次量産

試作車１０台を製作し、教材としてキットを各校に頒布したものとのことです。パイプフ

レーム製の４輪電動自転車（車両の規格は原付）といった感じである。（足で漕ぐペダルが

付いているので電動自転車とした。） 
電動自転車とマイクロカーの間にあって、面白いカテゴリーであり、今後の進展を期待

したい。 
 
なお、SEV/電気自動車研究会では、今回の四国ＥＶラリーの結果を見て、第２次量産試

作３０台を作る計画で、「パイプＥＶ・キット」 予価３０万円 引渡４～６月の予定との

ことです。関心の有る方は、下記に問い合わせください。 
・ ＳＥＶ／Society of Electric Vehicle 事務局 
・E-mail  sev@areev.org 又は sev@mb.infsoweb.ne.jp         
・http://www.areev.org 
 
２．マイクロカーの動向 
 

＜高性能マイクロカー＞   ３（４）台   （ ）は昨年数。 
・Li イオン電池       １（２）台、（全車で３（５）台） 
・Ni-H 電池        １（１）台 （全車で１（１）台） 

   ・ホイールイン・モータ  ３（２）台 （その外 二輪で５台） 
 
昨年、高性能電池とホイールイン・モータを搭載した高性能マイクロ EV が出現し、今年

はその性能を発揮するであろうと予想したが、どのマイクロカーも今年はボディーを新し

くしたため、信頼性が低くその性能を発揮できなかった。ホイールイン・モータについて

は、昨年、今年と、二輪を含めるとかなり使われ始めた。しかし、まだ熱の発生が問題の

ようで、走行中に停止したり、走行後、水で冷却している姿が見られ、まだ改善が必要で

ある。  
今年初めて Li イオン電池とホイールイン・モータを組み合わせた最強？のマイクロカー

が、＜金沢工業大学夢考房電気自動車プロジェクト＞チームで作られた。しかし、今年は

ボディーの新造とモータートラブルで充分な結果を出すことができなかった。   
まだまだ、高性能電池＋ホイールイン・モータのマイクロカーの信頼性は低いが、その

本来の走りを、来年に期待したい。 
 
２．昨年からの改善点 
  昨年からの改善点を聞き取りした結果は次。 



＜改善内容＞ 
   充電系    ※２（７）チーム ※１台は電池搭載方法の改善 
   メカ系    ※３（４）    ※今回３チームとも新型車両への作り変え  
   軽量化、空力  ０（４） 
   回生      ０（１） 
ほとんどのチームは昨年から大きな改善はないという答えであった。 

これは、それぞれのチームが、やれる範囲での改善は昨年でほぼ終わっているということ

であり、EV ラリーに参加するモチベーションにも影響していないだろうか。 
 
３．ダートラ（未舗装路走行） 
今回新しく設けられたダートラ（未舗装路走行）は、走る側の楽しみに加えて、見る側

に楽しみを与えた効果は大きいと思います。ロングディスタンスでは、スタートしてしま

ったら車は見ることができないし、車を見るのは帰ってきて充電している姿である。 
EV の改善がそれぞれのレベルに行き着いている段階で、このダートラは新たな改善の動

機付けになるのではないだろうか。また、ダートラでは、重い電池のために足回りの負担

が大きく、また電子部品等の取り付けをきちんとしないとトラブルが発生するので、より

車の信頼性の向上に寄与するであろう。 
 
３．今年の新技術エレメント 
＜ブラシレス DC モータのホイールイン・モータが登場＞ 
高性能磁石の開発により、ブラシレス DC モーターが作れるようになってきた。ブラシ

レス DC は、効率が良く、ブラシが無いため耐久性（メンテ）向上に優れおり、EV 用モー

タと目されている。しかし欠点は制御が難しくなる。 
今回、（東京工芸大学 Girasol）チームに新開発のブラシレス DC（Myway 技研）が搭載

された。今回、ボディーも作り変えての参加で、リーダーの話では前日にやっと出来上が

った状態とのことであった。メカ系、電気系ともにまだ信頼性が不十分のようであったが、

新しい取り組みを評価するとともに、来年の結果を期待したい。 
 
Ⅲ Kagawa Awards 
  
今回から、私が感心した技術・アイデア等について、このコーナーで紹介したい。 

 
＜徳島工業短期大学 Prev＞ 
今回ロングディタンスならびにダートラを制した。その勝因は、電池量の積み替えにあ

ると見ました。 
昨年より、電池１個の容量を半分にして、フルで２並列とした。レグによっては、半分



降ろして１直で走った。充電時間も短くなるし、車も軽くなり走行抵抗が改善される。ダ

ートラでは、重量軽減による加速、操作性を発揮し、まさにこの手法の成果であった。昨

年の参加チームでレグによって電池数を変えたということにヒントを得たとのことです。

（昨年、エレクトリック ミニカ チームがレグに応じて電池を１２個から１０個に変え

て走った） 
リーダーの話では、このアイデアをもっと広げて、近距離走行では１直、遠距離は２並

列というコンセプトの EV を考え、そのためには電池の積み替えをより簡便にできるように

することに取り組みたいとのこと。次の新車両ではこれを織り込んだものを考えていると

のことでした。 
まさに、一つのヒントから考えを広げた頭脳の勝利です。 

 
＜徳島文理大学工学部＞ 
オートバイの後輪にホイールイン・モータを組み込んでいる。それも、永久磁石を使用

したブラシレスでモータ、コントローラ等全て自作である。昨年は、初めてエントリーし

たが、トラブルでほとんど走れなかったとのこと。今回はクラス２位の成績を得た。今回

は、ホイールイン・モータを組み込んだ二・三輪車は多いが、全てを自作したのは素晴ら

しい（オートバイのためモータ径を大きく取れたことが幸いしている）。 
また、コマ図を送って見られる装置（自作）をつけているのが、私には珍しかった。（大

阪産業大学 プロジェクト G.X）（この３輪車も良くできていました）にも、同様のコマ図

の送り装置が付けられており、一般のオートバイのラリーでは当たり前、必須の装置との

ことで感心した次第です。 
 
＜拓殖 FEV－Rally D ～晴～＞ 
この車は前２輪、後ろ１輪（ホイールイン・モータを組み込み）で、且つユニークなデ

ザインが良く、カウル、タイヤカバー等をデッサンそのままに、FRP で局面豊かな形に自

分たちで作ったのが素晴らしい。３輪で安定を得て、後輪駆動１輪の設計は、コスト減と

軽量化を図るためとのことであり、ソーラーカーやエコランカーにヒントを得たという。

設計思想と製作を評価したい。 
 
＜高知工科大学電鋭創造工作車両部隊＞ 
大学名が入っているが、同好会チームである。したがって予算がまだ付かないので、頭

を下げて、スポンサーを探し、できるだけ金のかからないように、いろいろと工夫して作

った EV とのこと。話を聞いているとチームリーダーの熱意が伝わってくるチームである。 
このようにして、新しいチームが参加してくれることは喜ばしいことである。今回、燃費

計測でクラス優勝の成績であった。予算の取れる「部」に昇格することを祈りたい。 
 



Ⅳ総括 
今年の大会では 
１．「パイプ EV」なるものが出てきた。 

新たなカテゴリーの誕生であり、今後の進展を期待したい。 
２．高性能マイクロカーは、開発途上にあり、まだ充分な性能を出し切れなかった。 

来年を期待したい。 
３．全体的に改善の取り組みが飽和してきた感があります。 
  これが、参加車両の減少になっているのか、あるいは他の理由か？ 

ダートラが新しい動機付けになると良いと思います。 
 
（後記） 
今年は、これまでに最も暑さを感じる大会でした。今年も、技術レポートの体をなして

いないことをお許しいただきたいと思います。 
毎年、宮下会長より、次回開催の不明を挨拶されており、毎年の開催は大変なご苦労が

あるであろうことが察せられます。まずは開催地側の協力が得られにくいことのようです

が、今回は徳島工業短期大学の学長のご英断で開催することができた由。 
参加台数は減っているものの、新しく参加するチームは多く、また一部には新しい技術

に取り組んでおり、それぞれのチームメンバーから、新しい試みを聞くのは実に楽しいこ

とですので、四国 EV ラリーが続くことを祈ってやみません。 
 

以上 
 


